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 案件 

禁野小学校の開校後の取り組みについて 

 

総合教育部 新しい学校推進室 

１．政策等の背景・目的及び効果 

枚方市立高陵小学校と枚方市立中宮北小学校は本年４月に統合し、枚方市立禁野小学校として 

旧中宮北小学校の敷地に開校しました。児童の通学路等については「枚方市立禁野小学校の新し 

い学校づくり協議会」（禁野小学校の開校に伴い協議会の名称を変更）で協議・調整を行いなが 

ら安全なルートの選定や路面標示などの安全対策を行っており、現在、地域や保護者の見守り等 

の協力を得ながら安全に通学しています。 

また、禁野小学校の新校舎建設（旧高陵小学校敷地）については、令和８年度内の開校に向け、 

設計施工一括型デザインビルド（ＤＢ）方式を事業手法とした総合評価一般競争入札により事業 

者選定を進めてきました。この度、本市の附属機関であり、有識者で構成される「禁野小学校設 

計施工（ＤＢ）事業者審査会」（以下、「審査会」という。）より、落札候補者の答申を受けたとこ 

ろです。 

これらのことから、禁野小学校に係る現在の状況と今後の予定について報告するものです。 
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２．内容 

（１）主な禁野小学校の通学路安全対策等について 

 禁野小学校の通学路の安全対策を以下のとおり、行っています。 

・禁野小学校西門前道路に、自動車の速度抑制を目的とした路面表示、横断歩道等の舗装を 

実施。 

・関西外国語大学御殿山キャンパス前の横断歩道には、地域や保護者の見守りを強化すると 

ともに下校の時間帯に交通指導員（１名）を配置。 

・関西外国語大学御殿山キャンパス前の敷地スペースを信号待ち児童の退避場所として確保。 

・通学路に注意喚起用の電柱幕を設置。 

・通学時の混雑緩和を目的に、禁野小学校西門利用の登校班の集合時間を調整するとともに、 

中宮第三団地内に新たな通学ルートを確保。 

・禁野小学校西門付近に門扉（オートロック機能付き）、防犯灯及びスロープを設置。 

 

※資料１「禁野小学校の通学路安全対策等について」参照 
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（２）禁野小学校の新校舎整備について 

１）事業名 

枚方市立禁野小学校整備事業 

２）事業期間 

    契約締結日から令和８年７月１５日まで 

３）事業内容 

    【設計業務】基本設計、実施設計 【建設工事】旧校舎解体工事、新校舎建設工事 

４）落札候補者 

    前田組・浦辺設計共同企業体 

５）落札金額 

    3,078,000,000円（消費税抜） 

６）提案内容及び審査結果の報告  

   ①落札候補者からの提案内容について 

資料２「落札候補者からの提案内容（抜粋）」のとおり 

   ②審査会における審査結果の詳細について 

資料３「枚方市立禁野小学校整備事業 審査結果報告書」のとおり  
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（３）禁野小学校の開校式について 

禁野小学校の開校式を以下のとおり、開催します。 

    ①参加者：在籍児童・教職員、校区関係者等 

    ②日程：令和４年６月19日（日） 

 

３．スケジュール（予定） 

（１）契約締結までのスケジュール 

 令和４年４月     審査会からの落札候補者選定の答申及び審査結果の報告 

     ５月～６月  建設環境委員協議会、教育子育て委員協議会にて落札候補者の 

選定結果の報告 

     ６月     定例月議会にて契約締結案件を提出、議決後契約締結 
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（２）事業のスケジュール（予定） 

令和４年５月 ～ 令和４年７月  文化財試掘調査（状況により変更の可能性あり） 

令和４年７月 ～ 令和５年６月  基本設計 

 令和４年12月 ～ 令和５年５月  旧校舎解体工事 

令和５年７月 ～ 令和６年８月  実施設計 

令和５年８月 ～ 令和６年３月  文化財本調査（状況により変更の可能性あり） 

 令和６年６月 ～ 令和８年７月  新校舎建設工事 

※詳細な工程については、契約締結後、事業者と協議の上作成する。 

 

４．総合計画等における根拠・位置付け 

 

総合計画 基本目標  一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 

施策目標16 子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち 
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５．関係法令・条例等 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

学校教育法施行規則 

義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令 

枚方市立小学校及び中学校設置条例 

建築基準法 

小学校施設整備指針 

枚方市のめざす学校像 

禁野小学校における「新しい学校づくり」 

 

６．事業費・財源及びコスト（参考） 

《事業費》  設計・工事費（文化財試掘調査費含む） 約3,664,000千円 

（令和３～８年度債務負担行為額の合計） 

事業者選定に係る委員報酬          約190千円 

《財 源》   国庫支出金               約563,000千円 

地方債                 約2,470,000千円 

一般財源                         約631,190千円 
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禁野小学校の通学路安全対策等について 

道路舗装 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当場所の写真 

①             ②             ③  

        

  

  

 

 

 

 

 

 

関西外大 

御殿山キャンパス 

資料１ 

 
西門 

       

西門 

路面表示整備箇所 

横断歩道 

1 

2 

3 

禁野小学校 
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注意喚起用の電柱幕 

 

電柱幕種類 

①       ②       ⑦       ⑧       ⑨   

 

 

 

 

 

関西外大

御殿山キャンパス

市立ひらかた病院

禁野小学校

1

1

1

2

2

2

2

7

9

1

2

2

8

… 高陵校区管理分

… 中宮北校区管理分

内の番号は啓発内容

確保した新たな

通学ルート
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禁野小学校の西門の門扉（オートロック機能付き）、防犯灯、スロープ 

 

 

門扉（オートロック機能付）、防犯灯 

  

 

門扉（オートロック機能付き） 

と防犯灯、スロープ設置 



落札候補者からの提案内容（抜粋） 

【全体配置計画】 

敷地の南側であおぞら広場をコの字型に囲むコンパクトな校舎配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【南東からの鳥瞰イメージ】 

資料２  

【目的・基本理念の考え方】 

５つのコンセプトと派生するテーマ  

コンセプト１ 学校と児童一人一人をつなぐ 

＝児童の自立性と共感力を育む学年ユニット 

 

コンセプト２ 学校と地域をつなぐ 

＝台地の上のあおぞら広場／学校と地域をつなぐ

拠点／地域の安心の拠り所となる校舎 

 

コンセプト３ 学校と世界をつなぐ 

＝「教育の」広がり・「空間の」広がりの協創空間

としてのオープンスペース 

 

コンセプト４ 学校と自然をつなぐ 

＝淀川と北摂山系を望む天の川テラス／周辺の地

形になじみ親しまれる景観／自然との共生のシ

ンボル 

 

コンセプト５ 学校と過去～未来への時間軸

をつなぐ 

＝学校と過去~未来への時間軸をつなげる禁野 

ミュージアム／新たな時代の要請にしなやかに 

応える設備 
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あおぞら広場 



【各階配置概念図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１Ｆ） （２Ｆ） 

（３Ｆ） 

【学年ユニットのイメージ図】 

【学校図書館の内観イメージ（木質空間）】 
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【景観イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ZEB Ready 達成のための導入設備概念図】 

1 階部分は川の流れを表現する青色を基調とするモザイクタイル張りとし、２・３階は台地の地形を表す明るい砂色の吹付仕上げとします。 
また、普通教室の壁を通常の壁ラインより約 2.5m 持ち出し、陰影による変化に富んだ景観を作ります。 

【ZEB 化に向けた取り組みと再生可能エネルギーの活用】 

地域経済への貢献 
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枚方市立禁野小学校整備事業 

 

 

 

審査結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 5月 

 

禁野小学校設計施工（ＤＢ）事業者選定審査会 

  

資料３  
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令和 4 年 5 月 12 日 

 

禁野小学校設計施工（ＤＢ）事業者選定審査会 

 会 長   加嶋 章博 

 

 

枚方市立禁野小学校整備事業に係る総合評価について、次のとおり審査結果を報告します。 

 

１．審査結果 

禁野小学校設計施工（ＤＢ）事業者選定審査会（以下「選定審査会」という。）は、落札者

決定基準に基づき厳正に審査した結果、次のとおり落札候補者を選定しました。 

 

落札候補者 ：前田組・浦辺設計共同企業体（提案書番号 K） 

 

＜審査結果＞ 

分類 細分類 配点 I  K 

基礎点 必須要件等適合表に適合    

 小計 25 25 25 

加点 

１．事業計画の提案に関する事項    

 (１)本事業への基本的な考え方    

  ①目的・基本理念の考え方 1 0.3 1 

  ②業務推進体制 1 0.3 0.7 

  ③事業全体のスケジュール管理 1 0.3 0.7 

２．設計業務の提案に関する事項    

 (1)意匠計画の考え方    

  ① 全体配置 1 0.3 0.7 

  ② 動線計画・セキュリティ計画 2 0.6 1.4 

  ③ 教室部門 2 0.6 1.4 

  ④ 体育館部門 1 0.3 0.7 

  ⑤管理部門 1 0.3 0.7 

  ⑥その他 1 0.3 0.7 

  ⑦屋外運動場・外構等 1 0.3 0.7 

  ⑧仕上計画・ユニバーサルデザイン 1 0.3 0.7 

 (2)周辺環境・地球環境への配慮    

  ① 地域性・景観性への配慮 1 0.3 1 

  ② 環境保全・環境負荷低減への配慮 2 0.6 1.4 

 (3)構造計画の考え方    

  ① 耐震安全性の確保 1 0.7 0.7 

  ② 被害軽減対策 1 0.3 0.3 

 (4)設備計画の考え方    
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  ① 更新性・メンテナンス性の配慮 1 0.3 0.7 

  ② 利便性・快適性の向上に向けた工夫 1 0.3 0.7 

 (5)防災安全計画の考え方    

  ① 災害時等の施設安全性の確保 1 0.7 0.7 

  ② 避難所利用を想定した施設計画 1 0.3 0.7 

３・建設工事の提案に関する事項    

 (1)建設業務全般    

  ① スケジュール 1 0.3 0.7 

  ② 安全性や周辺住民等への配慮 2 1.4 1.4 

小計 25 9 17 

技術評価点 50 34 42 

       

価格評価点 50 27 32 

       

総合評価点 100 61 74 

 

２．禁野小学校設計施工（ＤＢ）事業者選定審査会 

 氏名 所属等 

会 長 加嶋 章博 摂南大学 理工学部 建築学科 教授 

副会長 酒井 恵子 大阪工業大学 教職教室 教授 

委 員 大橋 巧 摂南大学 理工学部 住環境デザイン学科 准教授 

委 員 今西 義行 今西義行税理士事務所 

委 員 岸田 陽子 大谷・岸田法律事務所 

 

３．落札候補者の選定までの経過 

日程 内容 

令和 3年 12 月 27 日 第１回選定審査会 

令和 4年 2月 1日 入札公告 

令和 4年 2月 18 日～令和 4年 2月 28 日 質疑の受付 

令和 4年 3月 14 日 質疑回答の公表 

令和 4年 4月 1日～令和 4年 4月 8日 入札書及び提案書等の受付 

令和 4年 4月 11 日～令和 4年 4月 12 日 資格審査及び要求水準適合確認 

令和 4年 4月 13 日 資格審査および要求水準適合確認の結果通知 

令和 4年 4月 14 日 開札・低入札価格調査（１次調査） 

令和 4年 4月 14 日 開札結果通知 

令和 4年 4月 18 日 
第２回選定審査会 

（プレゼンテーション及び質疑応答・提案審査の実施） 

令和 4年 4月 28 日 
第３回選定審査会 

（落札候補者の選定） 
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４．審査経過 

（１）第 1 回選定審査会 

  期日 令和 3 年 12 月 27 日（月） 

  場所 枚方市役所 別館 4 階 第 2 委員会室 

  案件 ①開会 

     ②挨拶 

     ③委員紹介 

     ④事務局紹介 

     ⑤会長及び副会長の互選 

     ⑥諮問 

     ⑦審査会の運営について 

     ⑧事業の概要について 

     ⑨審査項目等について 

     ⑩今後のスケジュール 

     ⑪その他 

 

（２）第 2 回選定審査会 

  期日 令和 4 年 4 月 18 日（月） 

  場所 枚方市役所 別館 4 階 第 3・4 委員会室 

  案件 ①開会 

     ②諮問 

     ③プレゼンテーション及び質疑応答 

     ④提案審査 

     ⑤その他 

 

（３）第 3 回選定審査会 

  期日 平成 4 年 4 月 28 日（木） 

  場所 枚方市役所 別館 4 階 第 3 委員会室 

  案件 ①開会 

     ②落札候補者の選定 

     ③その他 

 

５．審査概要 

落札候補者の選定にあたっては、提出された入札書及び提案書に対して、枚方市が資格審査、

要求水準適合確認及び開札を実施し、その後、入札参加者から提出された提案書及びプレゼン

テーション・質疑応答を基に、選定審査会が技術評価点の加点部分を評価基準に基づき審議を

行いました。 

その結果、技術評価点と価格評価点を合計した点数が最も高い入札参加者を落札候補者に

選定しました。 

また、本審査は審査過程において提案内容を中立、公正に審査するため、入札参加者からの

提出書類には提案書番号を付け、入札参加者名を伏せた上で審査を行いました。 
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６．審査講評 

（１）全体講評 

本選定審査会は禁野小学校の整備に向け、枚方市が作成した『禁野小学校における「新しい

学校づくり」』を理念とした新しい学校づくりの整備にふさわしい事業者の選定を目的とし

ています。 

今回の入札では本事業の実施にあたり要求水準書に基づき事業者からの提案を広く求めま

した。新たに整備する禁野小学校は、関西外国語大学に近接し、交通利便性が高く、歴史あ

る地区に位置し、加えて、地域のつながり、人と人とのつながりが強い地域に立地していま

す。これらの特性を活かし、これまでの両校での学びをさらに発展させ、児童の心身の健や

かな成長を支援するとともに、地域の拠点となる「歴史」「文化」「人」がつながる学び舎の

整備に対して、3 グループから提案書が提出され、各グループともその技術力を遺憾なく発

揮された内容でした。 

 開札の結果、1 グループが予定価格を超過したため、提案審査では 2 グループから提案書

に関する説明を受けて、ヒアリングを行いました。落札者決定基準に則り厳正かつ慎重に審

議した結果、総合評価点が最も高い、前田組・浦辺設計共同企業体（提案書番号 K）を落札候

補者として選定しました。 

 

（２）個別講評（順位ごとに記載） 

＜提案書番号 K＞ 落札候補者 前田組・浦辺設計共同企業体 

「学校と児童一人一人をつなぐ」「学校と地域をつなぐ」「学校と世界をつなぐ」「学校と自

然をつなぐ」「学校と過去～未来への時間軸をつなぐ」という 5 つのコンセプトによる基本理念

とその具現化、敷地特性を最大限に取り入れたコの字型の配置計画、ZEB Ready 実績に基づいた

具体的な導入設備の提案、BEMS によるエネルギーマネージメントなどを高く評価しました。 

配置計画では、敷地の南側であおぞら広場をコの字に囲む校舎配置により、屋外運動場とは別

に緑が身近に感じられる屋外広場を設け、学校の顔となる場を生み出すとともに、屋外運動場・

建物玄関・校門を繋ぐ監視ネットワークを形成しています。また、南側・西側・北側に教室部門

を配置しつつ水平・垂直動線に配慮した計画とし、淀川・北摂山系の眺望が得られるテラスへ容

易にアクセスできます。さらに、学年ユニット毎にマルチファンクションコアとオープンスペー

スを配置し、多様な学習形態に活用できる空間構成など、従来型の校舎計画からの一層の発展が

期待できます。 

周辺環境・地球環境への配慮では、３階建ての校舎を分節化させ、西側住宅地への圧迫感を抑

えています。また、東側の既存樹木を保存しながら生駒山系の樹木を効果的に配置する事により

自然に調和した景観計画を高く評価しました。 

以上を総合し、提案書番号 K の提案が最も優れていると判断されたため、落札候補者として

選定しました。 

 

＜提案書番号Ｉ＞    

 中庭をロの字で囲むコンパクトな校舎配置により屋外運動場が広く確保されており、アリー

ナと中庭や各諸室が連携できる平面計画など、平常時・非常時の合理的な動線に配慮された優れ



18 

た提案です。 

 採光や通風、そして非常時にも配慮したロの字型の校舎ですが、中庭を囲う校舎の階数や垂直

動線については議論が分かれるところでした。西側の斜面地に配慮し、重量の軽い体育館を配置

されており、教室部門のほか屋外運動場との連携や非常時の独立運用も見込まれますが、この敷

地の特性に鑑み、西側の眺望を最大限に活かすという観点からは平面計画において更なる提案

が望まれるものでした。 

以上のことなどから、落札候補者との判断に至りませんでした。 

 

７．その他 

今後は、落札候補者から受けた技術提案を活かし、児童や地域住民にとって魅力的な学校とな

るよう関係者の意見を聞きながら設計を進めることが重要となります。落札候補者から提案が

あったあおぞら広場をコの字型に囲む校舎配置と西側の眺望を活かした教室部門の配置に関す

る提案については特に高い評価をしており、土地の履歴や周辺環境を取り込んだこの提案内容

の実現に向けて、当該落札候補者が施設と外構を一体的に設計していくことが望ましいと考え

ます。 

設計施工一括型デザインビルド方式の利点を活かし、設計業者と施工業者が一丸となって多

角的な検討を行うとともに、市と連携し、令和 8年度中の開校に向けて、着実かつ効率的に事業

が遂行されることを期待します。新しく完成する禁野小学校が学校関係者や地域の人材を活用

し、歴史の継承や多様な文化に触れられるなど地域の拠点となる学び舎になることを願ってい

ます。 

 

 

 

本事業の実施にあたり、多大な労力をかけて、高い技術力と創造性にあふれた小学校建築のあ

り方をご提案いただいた入札参加者の皆様には、選定審査会一同、心から敬意と感謝の意を表す

とともに、御礼を申し上げます。 

以上 

 

 


